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□Ⅰ ～□Ⅱ の各設問すべてに取り組み、それぞれの答えを解答用紙

の所定の箇所に書きなさい。 

 

 

 

 注意事項 

1．問題は冊子になっています。ページが抜けている場合は、挙手をして申し出て下さ

い。 

2．終了時刻まで退出はできません。ただし、気分が悪くなったなどの場合は、挙手を

して申し出て下さい。 
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     次の文章を読んで、後の設問に答えなさい。 

 
 

「道徳的な正しさ」とは「⼈間の⾏為の正しさ」のことですが、もう少しはっきり⾔うと、
「他⼈に対する⾏為や他⼈を巻き込む⾏為の善悪」のことです。そして、そうした⾏為のう
ち、どのような⾏為が正しく、どのような⾏為が間違っているのかを定めたものがルールや
①キソクというものです。（A）「正しさ」は他⼈を巻き込むものであるからこそ、個々⼈が勝
⼿に決めてよいものではなく、他⼈によって合意されてはじめて「正しさ」になるのです。 
 ⼈間は、他の⼈間に対して、単なる物に対して抱くのとはまったく異なる感情を抱きます。
たとえば、私たちは他⼈に殴られると腹を⽴てますが、歩いていて電柱にぶつかったとして
も電柱に対して腹を⽴てることはありません。⼈が困っていたら助けなければと感じます
が、岩が②⼟⽯流で押し流されても助けようとは思いません。そして、（B）道徳的な善悪は、
⼈間が他の⼈間に対して抱くこうしたさまざまな感情を出発点として作られていくのです。 
 「他の⼈間」というと限定しすぎかもしれません。たとえば、海にプラスチックごみを捨
てるとウミガメがそれを⾷べて死んでしまうといった話がよく報道されています。そうし
た話を聞くと、多くの⼈は「ウミガメがかわいそうだ」と感じ、「海にプラスチックごみを
捨てるという⾏為は間違っている」と思うことでしょう。つまり、⼈間以外の動物に対する
⾏為やそれを巻き込む⾏為も、道徳的な善悪の対象となるのです。 
 ［  ａ  ］、ウミガメと話し合って⾏為の善悪を決めていくことはできませんので、
⼈間以外の動物を巻き込む⾏為の善悪は、他の⼈間を巻き込む⾏為の善悪が拡⼤適⽤され
るのが通常です。［  ｂ  ］、この本では他の⼈間に関わる⾏為に限定して論じていきま
す。 
 

ところで、実は「道徳的な正しさとは何か」という点について、倫理学者の間の統⼀的な
③⾒解があるわけではありません。私は道徳的な正しさとは他⼈が関わる⾏為の正しさのこ
とであり、それはその⾏為に関わる⼈たちが合意することで決めていくものだと考えてい
ますが、現在の倫理学の主流といってよい⽴場である功利主義ではそのようには考えませ
ん。功利主義は、「最⼤多数の最⼤幸福」という唯⼀の普遍的原理によって道徳を説明しよ
うとします。つまり、道徳的な正しさについての「真実は⼀つ」という⽴場です。 
 功利主義は、18〜19 世紀、④サンギョウカクメイによって資本主義が発展した時代のイ
ギリスで、ジェレミー・ベンサム（1748〜1832）が⑤唱えた説です。「最⼤多数の最⼤幸福」
はベンサムの⾔葉です。およそすべての⼈間は幸福を求める。幸福こそが⼈間にとっての善
である。それゆえ、個⼈の幸福を最⼤化すること、幸福な⼈の数を最⼤化することが正しい。
個⼈が⾏為を選択するときにも、社会的な政策やルールを定めるときにも、「最⼤多数の最
⼤幸福」が判断の原理となる。おおまかにいって（C）そういうふうに考えます。 
 ベンサムが⾔うように、⼈間は幸福を求めるものだというのは、⼈間について普遍的に当
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てはまる事実だと思われます。あるいは、⼈間以外の動物についても当てはまるから、「⼈
間の」普遍的特性ではないと⾔うことかもしれません。ベンサム⾃⾝、「動物であっても快
と苦痛の感情を持っているのだから、虐待して不幸にすることは間違いである」と論じてい
ます。 
 当初、ベンサムの思想は快楽主義や利⼰主義と混同され、当時の哲学者たちから「（D）ブ
タの倫理」などといって⑥嘲笑されました。しかしまず、功利主義は単なる快楽主義ではあ
りません。⽬先の快楽に惑わされることなく、⻑期的な⑦テンボウを持って、もっと⼤きな
幸福が得られる⾏為を選択するべきだというのが功利主義の考えです。 
 また、功利主義は利⼰主義でもありません。功利主義を英語では「ユーティリタリアニズ
ム」といいます。「ユーティリティ中⼼主義」という意味です。哲学や倫理学の分野では「功
利」と訳されるこの「ユーティリティ」という⾔葉の⽂字どおりの意味は「有⽤性」ですが、
そもそも「物が役に⽴つ」とはどういうことかを突き詰めて考えると、結局のところは「⼈
間の幸福に寄与する」ということになるでしょう。［  ｃ  ］、ユーティリタリアニズム
とは「幸福中⼼主義」という⑧趣旨の⾔葉なのです。 
 他⽅、利⼰主義とは、他⼈をないがしろにして⾃分だけの利益を図ることです。そのよう
なふるまいをして⼈間は幸福を得られるのかというと、そうではないでしょう。ベンサムは
明⾔していませんが、⼈間がいちばん幸福であるのは、⾃分が利益を得たときであるよりは、
むしろ⾃分の⾏為によって家族や友⼈などが喜んでくれたとき、さらには社会全体に⑨コウ
ケンできたと感じるときではないかと思います。このように考えると、「幸福中⼼主義」は
利⼰主義ではありえないというべきでしょう。実際、ベンサム⾃⾝、救貧法（貧困者の⽣活
を⽀援する法律）の改正や監獄の⑩カイゼンなど、貧困者や弱者の幸福が増⼤するような社
会を⽬指して活動していました。 
 このように功利主義は、⼈間にとって善とは何か、どのような⾏為が正しい⾏為なのかを
考えるうえで、なかなかもっともらしい思想です。それゆえ、現在の倫理学の主流といって
よい⽴場を占めるに⾄ったのです。 
 しかし、（E）功利主義にはこれまでにさまざまな批判が投げかけられてきました。 

 

［本⽂は⼭⼝裕之『「みんな違ってみんないい」のか？ 相対主義と普遍主義の問題』

（ちくまプリマー新書、2022 年）に拠り、出題に合わせて⼀部改変した］ 
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問１ 波線部①〜⑩のカタカナは漢字に、漢字はその読みをひらがなで書きなさい。 
 
問２ 空欄［  a  ］［  b  ］［  c  ］に⼊る最も適当な接続詞を、次のア〜

オからそれぞれ⼀つずつ選び、記号で答えなさい。 
ア しかし  イ そこで  ウ つまり  エ なお   オ 例えば 

 
問３ 下線部（A）「「正しさ」は他⼈を巻き込むものであるからこそ、個々⼈が勝⼿に決め

てよいものではなく、他⼈によって合意されてはじめて「正しさ」になるのです」と
あるが、その説明として最も適切なものを、次のア〜オから⼀つ選びなさい。 

ア 道徳的な正しさは、個々⼈の有する主観によって決まる。 
イ 道徳的な正しさは、幸福の量を最⼤化することに基づく。 
ウ 道徳的な正しさは、社会的なルールとは無関係である。 
エ 道徳的な正しさは、他⼈を巻き込まない⾏為に関するものである。 
オ 道徳的な正しさは、社会の中で共有された判断によって成⽴する。 

 
問４ 下線部（B）「道徳的な善悪は、⼈間が他の⼈間に対して抱くこうしたさまざまな感情

を出発点として作られていくのです」とあるが、その説明として最も適切なものを、
次のア〜オから⼀つ選びなさい。 

ア 道徳的な善悪は、法律や制度によって決定されるものである。 
イ 道徳的な善悪は、⼈間が他者に対して感じる多様な思いを起点として形成される。 
ウ 道徳的な善悪は、⾃然現象や物に対する感情から⽣まれるものである。 
エ 道徳的な善悪は、功利主義の原理で決定されるものである。 
オ 道徳的な善悪は、個⼈の快楽を追求することから⽣じるものである。 

 
問５ 下線部（C）「そういうふうに考えます」とあるが、この指⽰語が指している範囲の最

初と最後の 5 ⽂字を答えなさい（句読点を含む）。 
 
問６ 下線部（D）「ブタの倫理」とあるが、この⽐喩の意味として最も適切なものを、次の

ア〜オから⼀つ選びなさい。 
ア ⼈間の⾼次の価値を重視する⽴場を⽰す⽐喩である。 
イ ⾃らを省みることなく、社会全体の幸福を最優先する⽴場を⽰す⽐喩である。 
ウ 動物の幸福を⼈間より優先する⽴場を⽰す⽐喩である。 
エ 快楽や利⼰的な欲望を追求するだけの低俗な倫理観を揶揄した⽐喩である。 
オ 何でも⾷するブタのように、多様な意⾒を混在させたグロテスクさの⽐喩である。 
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問７ 下線部（E）「功利主義にはこれまでにさまざまな批判が投げかけられてきました」と
あるが、功利主義に対する適切な批判として考えられるものを次のア〜オから⼆つ
選びなさい。 

ア 幸福の質を客観的に測定することが難しく、判断基準が不明確になりやすい。 
イ 功利主義は動物の幸福を否定し、⼈間だけを重視する⽴場である。 
ウ 功利主義は幸福という概念を⽤いず、美的価値のみで善悪を判断する⽴場である。 
エ 多数の幸福を優先するため、少数者の権利や利益が犠牲になる可能性がある。 
オ 功利主義は快楽を完全に否定し、苦痛を増やすことを⽬的とする⽴場である。 

 
問８ 本⽂の説明に基づき、功利主義・快楽主義・利⼰主義の三者の違いとして最も適切な

ものを、下のア〜オから⼀つ選びなさい。 
ア 快楽主義は社会全体の幸福を最⼤化する⽴場であり、功利主義は個⼈の快楽のみを

重視し、利⼰主義は動物の苦痛を基準とする。 
イ 利⼰主義は⾃⼰の利益を優先し、快楽主義は短期的快楽を追求し、功利主義は⻑期的

な幸福の増⼤を指標とする。 
ウ 功利主義は快楽を完全に否定し、利⼰主義は快楽を重視するが、快楽主義は社会的利

益の最⼤化を⽬指す。 
エ 功利主義は社会全体の苦痛を増やさないことを唯⼀の⽬的とし、快楽主義と利⼰主

義は⻑期的幸福を基準とする。 
オ 快楽主義は幸福の総量ではなく個⼈の⾝体的快楽を基準とし、利⼰主義は他者を顧

みず⾃⼰の利益を追求し、功利主義は多数の物質的豊かさの最⼤化を原理とする。 
 
問９ 次のア〜エの説明のうち、本⽂の内容として適切なものには○を、不適切なものには

×をつけなさい。 
ア 道徳的な正しさは、他⼈を巻き込む⾏為に関するものであり、合意によって成⽴する。 
イ 道徳的な正しさは、惑星の運⾏や⾃然法則に従うことを意味する。 
ウ ベンサムは、動物は快と苦痛を感じないため、道徳の対象外だと論じている。 
エ ⼈間以外の動物に対する⾏為も、道徳的な善悪の対象となる場合がある。 

 
問 10 あなたが「他⼈との合意」を⼤切にした経験を具体的に記し、その過程や結果で気

づいた事柄を 100〜120 字程度で書きなさい。 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 

問１ 

①  ②  ③  

④  ⑤ えた  ⑥  

⑦  ⑧  ⑨  
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問２ a  b  ｃ  
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問４  
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問６  

問７ ・ 

問８  

問９ ア  イ  ウ  エ  
 

問
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課題  次の各設問に答えなさい。（解答用紙の所定の箇所に記入すること。） 

 

 

 

 

設問１．次の文の下線部を、英語の部分は日本語に、日本語の部分は英語にしなさい。 

 

When I was a child, growing up in a Jewish* family in Los Angeles in the 1950s, 1) my parents 

always believed that my brother and I had many talents that we did not really have. For example, my 

brother was given piano lessons. After a few years, 2) when this did not bring good results, he was given 

accordion lessons, 3) but the result was almost the same. As for me, 4) I was expected to be a good 

swimmer. After all, we lived in “Sunny California.” 5) After months of practice, I only learned how to 

do the dog paddle*. 

6) Typical Jewish parents are very similar to typical Japanese parents. They think 7) 教育はとても大

事だ and 8) they want their children to use their talents and succeed. 

However, 9) 私は一つのことを知って驚いた when I first came to Japan in 1967. 10) Many Japanese 

parents wanted their children to get jobs in large companies or in public service. On the other hand, 

my father always said to me, “11) Whatever you do in life, don’t work under anyone. Be your own boss.” 

Nowadays, 12) many young Japanese people seem to be starting their own businesses or joining 

small venture companies. Whatever you do in life, 13) I want you to choose a place where you can use 

your talents best. 

Here is a new saying: 

“14) 世の中には誰の才能にとっても場所がある. 15) Finding that place is the first step toward 

success.” 

 

 

ロジャー・パルバース著『英語で味わう名言集』（NHK 出版、2011 年）より（一部変更） 

註： 

*Jewish ユダヤ人の 

*dog paddle 犬かき 
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設問２ 次の英文について問に答えなさい。 

 

Art is the lie that enables us to realize the truth. 

 

問１. この文を日本語に訳しなさい。 

 

問２．この文についてあなた自身の意見を５０単語程度の英語で書きなさい。 

（句読点を数えずに４５～５５単語程度で） 

 



 

 
 
設問１． 

1)                                                                                            

                                                                                              

                                                                                              

 

2)                                                                                            

                                                                                              

 

3)                                                                                            

                                                                                              

 

4)                                                                                            

                                                                                              

 

5)                                                                                            

                                                                                              

 

6)                                                                                            

                                                                                              

 

7)                                                                                            

                                                                                              

8)                                                                                            

                                                                                              

 

9)                                                                                            

                                                                                              

 

10)                                                                                           

                                                                                              
 

裏面へ続く 
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11)                                                                                           

                                                                                              

 

12)                                                                                           

                                                                                              

                                                                                              

 

13)                                                                                           

                                                                                              

 

14)                                                                                           

                                                                                              

 

15)                                                                                           

                                                                                              

 

 

 

設問２ 

 

問 1.                                                                                          

 

 

問 2. 

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

                                                                                              

（使用単語数：   語） 
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